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学  生

通常の就職活動では、

出会うことのなかったかもしれない

企業と出会える。

企  業

通常の就職活動では、

振り向かれることなく

通り過ぎていたかもしれない学生に、

 で

自社を伝えられる。

キャリアウォークが生む、新しい出会い

すれ違っていたはずの両者を、リアルな体験でつなぐ。
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BACKGROUND

背景：
中小企業の
新卒採用構造

多くの優良な中堅・中小企業が、構造的な課題により学生と

の接点を持てずにいます。 既存の手法だけでは解決しづらい

「溝」が存在しています。
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
MISSING CONNECTION


固定化

採用市場の固定化

大手ナビサイトや合同説明会中心の構造が定着。新しい採用手法や独自の打ち手が市場全体に広が

りにくい。




リソース不足

時間・人員の不足

専任担当者が不在で現場社員が兼務。手厚いフォローや母集団形成に時間を割けず、対応が後手に

回る。




効果不透明

費用対効果が見えにくい

高額な掲載費に対し、自社にマッチする学生に出会える確証がない。投資判断が最適化されにく

い。


CONSEQUENCE

魅力ある企業でも「母集団形成のばらつき」と「機会損失」が発生
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BACKGROUND

背景：
学生の行動変化

従来の就職活動スタイルに対する学生の意識は大きく変化し

ています。 「効率」と「リアルな体験」の両立を求める傾

向が強まっています。

 参加ハードルの高さ

拘束時間の長い大型説明会や、長期間コミットが必要なインターンシップは、学業やア

ルバイトで忙しい学生にとって参加の心理的・物理的ハードルが高くなっています。

 短時間・リアル志向の増加

「短時間で実際の職場の雰囲気や仕事内容を知りたい」というニーズが増加しています。

形式的な説明よりも、生の現場体験を重視する傾向があります。

 個別体験と口コミの重視

マス向けの情報発信よりも、個別・少人数での深い対話や、SNS・口コミなどの信頼で

きる第三者情報を意思決定の起点にする学生が増えています。

 「タイパ（タイムパフォーマンス）」を重視しつつ、情報の「質」を求める変化に対応が必要


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OPPORTUNITY

機会：
関西市場の特性

「学生の街」であり「商都」でもある関西。 その地理的・

経済的特性は、個別訪問型モデルの成立を強力に後押ししま

す。

 豊富なマッチング余地

大学数・学生数・企業数が多く集積しており、マッチングの母数が十分に存在します。「出会いの確率」

が物理的に高い市場環境です。

 成果型施策との高い親和性

中小企業間の採用競争が激しく、確実な成果を求める傾向があります。そのため、リスクの低い「成功

報酬型」施策へのニーズが強く合致します。

 広域な行動圏とアクセス

鉄道網が密に発達しており、学生の行動圏が非常に広いため、大学から少し離れた企業への「個別訪

問」も容易に成立しやすい土壌があります。

 エリアを越えた選択肢の拡張

大阪・兵庫・京都などが近接しており、府県をまたぐ「越境訪問」が日常的です。これにより学生・企

業双方の選択肢が自然と広がります。





関西学生キャリアウォーク 05

CONCEPT

コンセプト
無理なく出会う、

新しい接点のカタチ

従来の「重い」採用活動・就職活動ではなく、日常の中に溶

け込む「軽い」接点から関係性を築く。

それが、双方の本音と理解を引き出す最短ルートです。

 学生は「すき間時間」で企業を知る

授業やアルバイトの空き時間を有効活用。スーツを着て身構えることなく、日常の延長線上でリアルな

職場や社会との接点を持てます。

 企業は無理なく学生と出会える

大規模なイベント準備や複雑な広報戦略は不要。ありのままの職場を見せるだけで、自社に興味を持つ

学生と自然に出会えます。

 採用前の「軽い接点（入口）」をつくる

いきなり選考に進むハードルを下げ、まずは「知る・見る・話す」ことから始めるエントリーポイント

を創出します。

 双方の負荷を最小限に抑えながら、学びと検討の質を高める仕組み





SERVICE FOR STUDENTS

サービス概要
（学生向け）

単なる企業説明会ではなく、学生が「仕事」として参加し、

リアルな職場を体験するプログラムです。 短時間での参加

を可能にすることで、より多くの企業との出会いを創出しま

す。

 短時間から参加可能な柔軟性

2時間程度の企業説明会・見学会から、半日〜1dayのイベントまで対応可能。授業やアルバイトの「す

き間時間」を有効活用できます。

 リアルな仕事・職場理解

Web上の情報だけでは分からない職場の雰囲気を見学し、社員との対話を通じて、具体的な仕事内容や

社風を肌で感じることができます。

 「仕事」としての参加体験

学生は企業訪問をひとつの「仕事（業務）」として行います。責任感を持って参加し、その対価として

報酬を得る仕組みです。

 新規接点の創出

普段の学生生活や大手ナビサイト中心の就職活動では出会うことのなかった、隠れた優良企業や地元企

業を知るきっかけを作ります。

 就職活動では知ることすらなかったかもしれない企業を訪れる機会を創出


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SERVICE FOR COMPANIES

サービス概要
（企業向け）

企業の負担を最小限に抑えつつ、質の高い学生との出会いを

創出。 採用活動の「入り口」から「歩留まり改善」まで、

フェーズに応じた価値を提供します。

 柔軟な受け入れ対応

2時間程度の職場見学から、半日・1日の説明会やイベントまで対応可能。現場の状況に合わせて無理

のないプログラムを設計できます。

 段階的な接点形成と質の向上

「まずは知ってもらう」段階から始め、興味を持った学生を次のステップへ誘導。段階を踏むことで母

集団の質（志望度）を高めます。

 採用広報と職場理解の同時推進

リアルな体験を通じて企業の魅力を伝達し、採用広報効果を高めます。同時に、職場理解を深めること

でミスマッチによる内定辞退を防ぎます。

 初回導入から運用定着まで伴走支援

初めての受け入れでも安心。プログラムの企画から当日の運営、その後のフォローアップまで、運営事

務局が丁寧にサポートします。

  

スムーズな接点形成を実現
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イベントの流れ 企業様・弊社・学生の3者フロー

 企業様  弊社（運営）  学生

受け入れ可能日時の提示

・対応可能な日時

・対象学生の条件設定

1



印象共有・条件調整

次回に向けて条件を最適化

8

継続的な情報発信

説明会・イベント・選考情報の案内

9

求人募集

学生向けプラットフォームへ掲載

2



学生選考
3

訪問日時の調整
企業様・学生双方と調整

4



学生フィードバック回収・報告
6

学生への給与支払い
7



募集閲覧・応募



 個人情報の取り扱い

学生本人から同意を得られた場合のみ企業へ提供。

過去9割以上が同意

見学・説明会・イベント受け入れ

職場見学 企業説明 社員との対話



企業

 

学生

5
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 業界・仕事理解が短時間で深まる

ネット情報だけでは分からない職場の雰囲気や実際の業務内容を、短時間の訪問で効率的に吸収できま

す。

 自分に合う企業像・働き方が明確になる

様々な企業を見ることで比較軸ができ、自分にとって何が大切か（企業規模、社風、業務内容など）が具

体化します。

 就活で語れる実体験・エピソードを獲得

「実際に見て、社員と話した」という一次情報は、エントリーシートや面接での志望動機に説得力を持た

せます。

 報酬と経験を同時に得られる

学びのための時間を「仕事」として評価されるため、経済的な不安なくキャリア形成活動に取り組めま

す。

VALUE FOR STUDENTS

学生側の価値
提供メリット

単なるアルバイトではなく、将来のキャリア形成に直結する

体験を提供。 「働く」をリアルに感じることで、就職活動

の質を劇的に向上させます。






